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様式第４号（第４条関係） 

 

  出張報告書   
幹 事 長 印 経 理 責 任 者 印 

  

  

平成 29 年 7 月 31 日   

 幹事長 

      重光 俊則 殿 

 

                                             出張者氏名  文野 慎治 印 

                                

   下記のとおり報告します。 

 

  １．出 張 先   TKP 東京駅八重洲カンファレンスセンター 

  ２．出張日時   平成 29 年７月 27 日（木） 

  ３．出張用務（宿泊を要する場合はその事由） 

    地方議員研究会「予算・決算のポイント基礎編１．２」講座に出席 

 

  ４．旅費等（１人） 

[1] 研修会参加費                  30,000 円 

[2] 旅費                      22,674 円 

   JR 熊取 ～ 関西空港 往復乗車券  

   ANA 関西空港～羽田  往復搭乗券 

   東京モノレール 羽田空港～浜松町 往復乗車券 

   JR 浜松町～東京 往復乗車券 

[3] 日当 3,000 円×1 人×1 日                   3,000 円 

                                            

                                        総計  55,674 円     

                                       

５．報告 

地方議員研究会「予算・決算の質問のポイント」 

7 月 27 日 10:00～12:30  議員が知っておくべき財政の話 基礎編１ 

7 月 27 日 14:00～16:30 議員が知っておくべき財政の話 基礎編 2 

 

＜詳細は別紙＞ 
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出張報告書別紙-1 

 

日時 平成 29 年 7 月 27 日 10:00～12:30  14:00～16:30 

タイトル 議員が知っておくべき財政の話 基礎編１・２ 

講師/ 公益財団法人寝屋川市保健福祉公社 程岡 俊和 

 

☆セミナー概要について 

講師は、元寝屋川市の職員であり、財政課長、部長を歴任した経験を踏まえ、「地方議員が自

治体財政についての見識を高める一助になれば」との思いを話された。 

 

1. 議員になったら先ず現状把握 

① 各自治体の「決算カード」を活用する。 

② 予算化された額と決算額の進行管理⇒予算化されるまでのプロセスを知ることで事業を

知り、検証も行える。 

③ 財政担当のスタンスを知る。⇒行政評価で各部局を評価 

④ 自治体の健康度を把握⇒・自治体の健康診断(決算カード) 

               ・把握、分析の基本は比較(類似団体と) 

               ・どうすれば健康な生活を送れるか(中長期の財政計画) 

2. ６つの予算の原則 

① 予算の内容に関する総計予算主義の原則：一会計年度のおける一切の収入及び支出を 

全て歳入歳出予算に計上しなければならない。（自治法２１０）  

② 予算の形式に関する単一予算主義の原則：単一の見積書にあらゆる歳入歳出を包括し 

          かつ予算の調製は一年度一回を適当とする。【例外】特別会計の 

設置(法２０９)、補正予算の制度(法２１８ １) 

           予算統一の原則 :予算を系統的に総合調整すること。(法２１６) 

③ 予算の準備に関する予算事前議決の原則：予算が地方自治体の一定期間における経費の 

              見積もりであるから、住民の代表による議会の議決を経て、始期   

と同時に効力を生ずるものとする原則。 

④ 予算の執行に関する会計年度独立の原則：それぞれの会計年度において支出する経費の  

財源はその年度の収入を持って充てるべきである、また、当該年

度に支出すべき経費を他の年度において支出すべきでない、とい

う原則。 

 ⑤予算の過程の全面的に関する予算公開の原則：住民に対し積極的に公開していく必要。 

 

3. 事業の評価方法とポイント 

地方債   ・地方債は自治体の住宅ローン   ・世代間の負担の公平 

      ・許可制から協議制へ      ・借金総額 

 歳出予算の流用 ・歳出予算の各項の軽費の金額の流用 ・各目、各節の間の流用 

          ・いい流用  ・悪い流用  ・予備費 
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4. 疑問点や問題点の洗い出し 

・予算査定の着眼点 

〇義務的経費か否か 〇予算編成方針と合致しているか 〇議会の要望事項にあるか 

〇住民の要望は多いか  〇事業の財源はどうなっているか 

5. 事業課に資料作成を依頼 

・積算根拠なしに査定はできない ・自分が欲しい形で資料作成を依頼する 

・効果的に査定するための基礎資料  ・資料管理も大切な仕事 

6. 主要な施策の成果を説明する書類 

   ・成果の見えない決算書  ・選択と集中 ・成果の見える化 

   ・わかりやすい主要な施策の成果説明書 ・成果の見える主要な施策の成果説明書 

 

 

＜まとめ＞ 

〇行政側の財政担当のプロの目から見た、議員への提言であったので、より現場目線での内容で

有意義なセミナーであった。 

１．行政職員は、予算要求し、査定を受け予算化。事業内容を熟知し、執行。議員は、予算化さ

れた額と決算額だけを知る。ポイントは、議員は予算化されるまでのプロセスを知ることで

事業を知り、検証も行える。 

２ 予算化させ政策実現するためには、行政職員とのコミュニケーションが必要。 

  ・日頃からの勉強 ・信頼関係  ・相手は行政のプロ 

３．自治体の健康度を把握 

・自治体の「健康診断」⇒ 決算カード 

・把握 分析の基本は「比較」⇒ 類似団体と 

・どうすれば、「健康」な生活を送れるのか⇒ 中長期の財政計画 

４.このセミナーを契機に、地方公共団体の財政制度の勉強をさらに深めて行き、予算・決算の審

議に役立てる事と共に、財源問題についても政策提言できるまで議員力を高める努力をした

い。 

 

 






